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受験生、保護者の皆様へ 三重県、愛知県などで開催する進学説明会等・相談会においても、本学の様々な情報を提供いたします。 
詳細は、本学ホームページ「入試情報」をご覧ください。 
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江戸橋 
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交通のご案内 
●近鉄江戸橋（三重大学前）駅から徒歩約15分 

●津駅からタクシーで約10分 

●津駅前バスのりば「4番」から三交バスで「白塚駅前」 
　（06系統）、「太陽の街」（40系統）、「三重病院」（51系統）、
「椋本（むくもと）」（52系統）、「豊里ネオポリス」（52系統）、
「サイエンスシティ」（52系統）、「三行（みゆき）」（53系統）、
「高田高校前」（56系統）行きで、「大学前」下車。 

●中部国際空港（セントレア）から 
　津エアポートラインで津なぎさまちへ40分 
　1.「津なぎさまち」から三交バスで「津駅前」まで約15分 
　2. 津なぎさまちからタクシーで三重大学まで約15分 

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577　 
TEL059-232-1211（代） 
http://www.mie-u.ac.jp/

三重大学 
三
重
大 

X vo
l.2
8

　
平
成
24
年
7
月
15
日
発
行（
年
2
回
発
行
）　 

発
行
／
三
重
大
学
広
報
委
員
会
　
編
集
／
三
重
大
学
広
報
室
　 

2012
S
U
M
M
E
R

28
vol.

三
重
大

X
﹇
え
っ
く
す
﹈ 

三
重
大
学
広
報
誌 

●三重大 
　附属病院 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　 

●
セ
ン
タ
ー 

志登茂川 

近
鉄
名
古
屋
線

近
鉄
名
古
屋
線 

●
郵
便
局 

23

三
重
大
学 

江
戸
橋

江
戸
橋 

（
三
重
大
学
前

三
重
大
学
前
）駅 

●
ロ
ー
ソ
ン 

「大学病院前」 
バス停 

「大学前」 
バス停 

近
鉄
名
古
屋
線 

江
戸
橋 

（
三
重
大
学
前
）駅 

「大学病院前」 
バス停 

「大学前」 
バス停 

周辺詳細図 

vol.282012 
SUMMER



地域コミュニティー 
との交流空間 
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環境に配慮した 
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【新設】環境・情報科学館 
（メープル館） 
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壁面や屋上を緑化することで、気温の
低減などの熱環境改善効果や空気の
浄化効果などが期待できます。就職支援に関する情報

を提供するコーナーも
あります。

附属図書館 

太陽光パネル 

演習林間伐材再
利用 

展示スペース 展示ホール 

壁面緑化と屋上緑化 

PCステーションには20台のパソコンが設置し
てあります。また、無線LANも利用できるので、
自分のパソコンを持ち込んで利用することも
できます。

スマートボードという電子
黒板が19台設置されて
います。プロジェクターで
映された画像にそのまま
文字を書き込むことがで
き、書いた文字を含めて
まるごと保存することも
できます。

壁面ボード 

PCステーション 

就職支援コーナー
 

スマートボ
ード 

1階には地域の方々にもご覧いただけるよう大型ディスプレイが設置されており、さまざま
な画像や映像が流れています。この他にも、展示スペースや展示ホールにおいて環境や
研究活動に関する情報を発信しています。

Campus
 Map 環境・情報科学館（メープル館） 

文字通り 

かしこい 

板だ！ 

広い！！ 

場所は 

図書館の 

隣だよ 

涼しい 

ね！ 

3階には可動式の壁があり、両
面が床から天井までホワイトボ
ードになっているので、広 と々
使うことができます。

2階 グループ学習コーナー

大迫力！
！ 

大型ディスプレイ 
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こ
の
間
ま
で
7
時
間
ち
ょ
っ
と

と
い
う
ド
ー
バ
ー
海
峡
横
断
の

最
速
記
録
を
20
年
近
く
持
っ
て

い
た
人
も
女
性
で
し
た
。

で
す
の
で

長
距
離
の
水
泳
と
か
シ
ン
ク
ロ
っ
て
い

う
の
は
間
違
い
な
く
女
性
に
有
利
な

ス
ポ
ー
ツ
な
ん
で
す
。

さ
す
が
医
学
博
士
。

そ
れ
で
は
早
速
武
田
先
生
に
、

美
し
さ
と
力
強
さ
が
揃
わ
な
い
と

い
け
な
い
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
を
ど
う
し
て
選
ん
だ
の
か
、

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

武
田
先
生
、い
か
が
で
し
ょ
う
。

は
い
。

理
由
は
本
当
に
単
純
で
、

実
家
の
目
と
鼻
の
先
に
大
き
な
ス

イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
あ
っ
て
、

体
育
の
授
業
に
困
ら
な
い
よ
う
に

と
い
う
こ
と
で
通
い
始
め
ま
し
た
。

シ
ン
ク
ロ
を
指
導
し
て

も
ら
え
る
コ
ー
ス
が
そ
こ
に

設
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、こ
れ
も
本
当
に

偶
然
な
ん
で
す
が

今
日
は
武
田
美
保
先
生
と
内
田
学
長
に

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
内
田
学
長
か
ら
一
言
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
私
は
、武
田
先
生
が
一
番

い
い
選
択
を
し
て
い
る
な
ぁ
と
思
う
の
は
、

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
と
い
う

の
は
、女
性
有
利
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は

な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。

美
し
く
歳
を
と
る
た
め
に
は

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

を
や
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
ね
。

こ
こ
で
、武
田
先
生
に
お
伺
い

し
た
い
の
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

5
つ
も
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、

そ
の
強
さ
の
秘
訣
と
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
？

そ
う
で
す
ね
。
人
間
に
は

自
己
防
衛
本
能
が
働
い
て
、

自
分
は
こ
れ
以
上

活
動
し
て
し
ま
う
と

命
の
危
険
に
関
わ
る
。

と
い
う
限
界
値
が
あ
る

そ
う
で
す
。

女
性
は
子
孫
を
産
み
、育
て

あ
げ
る
ま
で
生
き
な
く
て
は

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
自
己
防
衛
本
能
が

男
性
よ
り
も
強
く
、余
力
を

残
す
そ
う
で
す
。

で
す
け
ど
、み
な
さ
ん
ご
存
知
だ

と
思
わ
れ
ま
す
が
、元
日
本
代
表

コ
ー
チ
の
井
村
雅
代
先
生
に

見
抜
か
れ
る
ん
で
す
ね
。

「
追
い
込
め
て
な
い
。わ
か
っ
て
る
。

あ
な
た
ま
だ
余
力
残
し
て
る
。」

そ
し
て
ど
ん
ど
ん
、ど
ん
ど
ん

限
界
以
上
に
追
い
込
み
を
か
け
る

ん
で
す
ね
。

で
す
の
で
先
生
の
厳
し
い
指
導

と
い
う
も
の
が
強
さ
に
つ
な
が
っ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
。

今
日
は
ス
ポ
ー
ツ
と
医
学
が

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
し
た

素
晴
ら
し
い
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

武
田
先
生
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
、

シ
ン
ク
ロ
に
適
し
た
体
つ
き
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
が

こ
こ
で
医
学
博
士
に

ひ
と
つ
教
え
て
も
ら
い
た
い
の
は
、

膝
が
逆
側
に
曲
が
る
と
い
う
の
は

よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
す
か
？

肘
が
こ
う
「
反
張
」
す
る
わ
け
で
す
ね
。

反
張
す
る
と
い
う
こ
と
は
関
節
の

可
動
域
が
普
通
の
人
よ
り
も
大
き
い

わ
け
で
す
ね
。で
す
か
ら
武
田
先
生

の
言
わ
れ
た
よ
う
に
、動
き
が

し
な
や
か
に
見
え
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

わ
た
し
は
体
の
ラ
イ
ン
が

ま
っ
す
ぐ
だ
と
い
う
こ
と
で
、

先
生
か
ら
の
お
誘
い
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、21
年
間
、

シ
ン
ク
ロ
に
携
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
あ
で
も
、そ
う
い
っ
た
可
動
域
の

大
き
い
関
節
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

ダ
ン
ス
と
か
体
操
の
よ
う
な
し
な
や
か
な

動
き
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
の
中
で
は

非
常
に
重
要
な
要
素
だ
と
思
い
ま
す
。

女
性
女
性
は
男
性
男
性
と
違
っ

て
、
膝
だ
け
じ
ゃ
な

く
股
関
節

股
関
節
も
動
き

が
軟
ら
か
い
ん
で
す
。

こ
れ
が
高
齢
高
齢
に
な
る

と
、関
節
関
節
が
痛
ん
で

く
る
原
因
原
因
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
く
る
ん
で

す
ね
。

女
性
は
男
性
と
違
っ

て
、
膝
だ
け
じ
ゃ
な

く
股
関
節
も
動
き

が
軟
ら
か
い
ん
で
す
。

こ
れ
が
高
齢
に
な
る

と
、関
節
が
痛
ん
で

く
る
原
因
の
ひ
と
つ

に
な
っ
て
く
る
ん
で

す
ね
。

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
の
起
源
は
、

1
9
0
0
年
頃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
シ
ョ
ー
の
形
で
行
わ

れ
て
い
た
水
中
で
の
バ
レ
エ
か
ら
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
選
手
団
は
1
9
8
4
年
の
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
大
会
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
全
て
の
大
会

で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
現
在
、8
人
で
演
技
を
行
う
チ
ー
ム
競
技
と
2

人
で
演
技
を
行
う
デ
ュ
エ
ッ
ト
競
技
の
2
種
目
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
考
え
て
み
よ
う
 

＊
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
シ
ン
ク
ロ
 

＊
登
場
人
物
紹
介
＊
 

た
と
え
ば
・・・

京都府出身。元シンクロナイ
ズドスイミング選手。オリンピ
ックでデュエットおよびチーム
において、計5つものメダルを
獲得し、2004年のアテネオリ
ンピックの年を最後に現役引
退。2011年、三重大学社会
連携特任教授に就任。

韓国ソウル出身。2000年より
三重大学人文学部教授。
2011年4月1日より三重大学
の国際および環境の担当理
事・副学長となり、日本の国
立大学において初めての外
国人副学長となった。専門は
環境地理学。 

徳島県出身。2005年、三重
大学医学部附属病院長に就
任し、2009年に現職である三
重大学長に就任する。外科
医時代の専門は骨軟部腫瘍、
関節外科、生体材料。 

こ
れ
は
、丸
太
の
比
重
が
1.0
よ
り
小
さ
く
、石
こ

ろ
の
比
重
が
1.0
よ
り
大
き
い
か
ら
で
す
。

比
重
と
は
「
大
き
さ
あ
た
り
の
重
さ
」
の
こ
と
で
、

水
は
基
準
値
の
1.0
で
表
さ
れ
ま
す
。

脂
肪
の
比
重
は
一
般
的
に
0.9
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
泳
に
は
脂
肪
が
大
切
？
 

だから 
水泳には 

水に浮く脂肪が 
大切なの 
かな？ 

3
月
6
日
、 

新
し
く
で
き
た
環
境
環
境
・
情
報
科
学
館

情
報
科
学
館
に
お
い
て
 

内
田
淳
正
学
長

淳
正
学
長
、朴
恵
淑
理
事

朴
恵
淑
理
事
・
副
学
長

副
学
長
、 

武
田
美
保
社
会
連
携
特
任
教
授

美
保
社
会
連
携
特
任
教
授
の
3
名
に
よ
り
 

「
ス
ポ
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ツ
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

3
月
6
日
、 

新
し
く
で
き
た
環
境
・
情
報
科
学
館
に
お
い
て
 

内
田
淳
正
学
長
、朴
恵
淑
理
事
・
副
学
長
、 

武
田
美
保
社
会
連
携
特
任
教
授
の
3
名
に
よ
り
 

「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

マ
ン
ガ
で
読
も
う
！
　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン 

パ
チ
パ
チ
パ
チ
・・・・
 

全
国
的
に
も
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ン
ク
ロ
に
は
2
つ
、演
技
演
技
す
る
の
に

有
利
有
利
な
体
つ
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

も
う
ひ
と
つ
が
肘
や
膝
が
、

逆
側
逆
側
に
伸
展
伸
展
し
て
い
た
ほ
う
が

し
な
や
か
な
動
き
が
で
き
ま
す
。 ひ

と
つ
は
体
の
ラ
イ
ン
と
い
い
ま
す
か
、

こ
う
「
気
を
付
け
」
し
た
と
き
に

ま
っ
す
ぐ
で
あ
っ
た
ほ
う
が
、

技
術
技
術
を
魅
せ
や
す
い
ん
で
す
。

シ
ン
ク
ロ
に
は
2
つ
、演
技
す
る
の
に

有
利
な
体
つ
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、

も
う
ひ
と
つ
が
肘
や
膝
が
、

逆
側
に
伸
展
し
て
い
た
ほ
う
が

し
な
や
か
な
動
き
が
で
き
ま
す
。 ひ

と
つ
は
体
の
ラ
イ
ン
と
い
い
ま
す
か
、

こ
う
「
気
を
付
け
」
し
た
と
き
に

ま
っ
す
ぐ
で
あ
っ
た
ほ
う
が
、

技
術
を
魅
せ
や
す
い
ん
で
す
。

は
い
。

あ
り
ま
す
よ
。

ま
ぁ
本
来
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
の
は
、

筋
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平成24年度 

11月 

6月 5月 

地域戦
略セン

ター設
置 
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］ 

6
CHII

KI

9月 8月 7月 

チーム 紹介 

1
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USA
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2
IRYO

5
JYOH

O

6
CHIIKI

3
KANKYO 4

BOS
AI

芝桜で
環境美

化 ［
4/15］

 

三重大学は近年、スピード感あふれる 

「動き」を見せました。 

国際 国際 医療 医療 

環境 環境 防災 防災 情報 
発信 
情報 
発信 

地域 
連携 
地域 
連携 

ドクターヘリ 
事後検証会 

［3/23］ 

つみき
プラザ

開設 
［9/9

］ 

地域連
携プラ

ザ開設
 ［9/9
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ホーム
ページ

リニュ
ーアル

 ［
4/1］ 

三重大学スマートキャンパス 
実証事業採択・実施 

［10/17］ 

さきも
り塾入

塾式 
［4/1

6］ 

三重大学の 
テレビ番組がスタート 

［4/24］ 地震・津波 
防災訓練でのTV会議 
［3/13］ キャンパスキューブに 

鈴木英敬三重県知事出演 
［2/29］ 事務局玄

関に 

広報スペ
ース設置

 ［1/10］ 

 

総合
防災
訓練
 

［1
2/7
］ 

 

環境・情報科学館 
オープン 

［4/2］ 三重大学環境報告書2011が 
環境報告書賞受賞 

［3/8］ 

附属病院新病棟 
開院式典 ［11/25］ 

 
医学部附属病院を基地として 

ドクターヘリ運航開始 

［2/1］ 

医学部附
属病院 

新病棟・診
療棟開院

 
［1/4］ 

 

フラウンホ
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究機構と
 

協定締結
 ［1/9］ 

第1回工学研究科 

国際シンポジウム ［12/2］ 

三重大学教職員・ 

学生防災研修 ［12/5］ 
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Team. KOKUSAI

平成23年度は留学生カフェや
工学研究科国際シンポジウム
など、新しいイベントが始まった
年となりました。三重の力を世
界へ。このスローガンを地域の
方々により身近に感じてもらえ
るよう努力します。

Team. IRYO

平成24年1月に附属病院新病棟・
診療棟が開院し、さらなる三重県
における医療の要としての高度で
安全な医療を遂行するとともに、
患者さんやご家族の方が少しで
もゆったりと安心して治療に専念
していただけるよう努力します。

Team. KANKYO

三重大学はスマートキャンパ
ス構想や環境・情報科学館
の開設にともない、より一層
世界一の環境先進大学に
近づきました。今後も世界一
となるべく、様々な取組を行
います。

Team. BOSAI

東日本大震災を受け、三重
大学は防災の取組を強化し
ました。平成23年12月には
地震による津波を想定し、地
域の人 を々含め学外へ避難
するという大規模な防災訓
練が行われました。

Team. JYOHO

ホームページリニューアルを
はじめ、三重大学のアンテナ
ショップやテレビ番組などが
スタートしました。今後も地域
の人々に三重大学をより多く
知ってもらうため、最新の情
報をお届けします。

Team.CHIIKI

平成23年4月に三重大学地
域戦略センターが設置され、
三重大学は地域とより一層
つながりがもてるようになりま
した。「地域に根ざす大学」
となれるよう今後も様々な取
組を行なっていきます。

3月 2月 4月 5月 

4月 

新病棟・診療棟で 
院内防災訓練 

［3/5］ 

4
BOSAI

留学生カフェ ［11/18］ 

1KOKUSAI

旧病
棟か
ら新
病棟
へ 

患者
さん
を移
送 

［12
/27］
 

2
IRY
O

平成2
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1月 
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前列右から2人目が矢野教授

矢野 賢一 Yano, KenichiYano, Kenichi

三重大学大学院工学研究科機械工学専攻・教授 

【URLURL】 http://www.robot.mach.mie-u.ac. jp/

矢野 賢一 Yano, Kenichi
三重大学大学院工学研究科機械工学専攻・教授 

【URL】 http://www.robot.mach.mie-u.ac. jp/

超高齢化社会を乗り切る技術  

超高齢化社会を目前として、医療・福祉の現場

では人手不足が問題となってきています。また健

康長寿社会や自立度の高い社会を実現するため

に、現在パワーアシストロボットをはじめとする様々

なタイプの医療・福祉ロボットの開発が急ピッチで

行われています。 

本研究室では、人間と機械の共生を実現する

ロボット制御技術を開発し、社会に貢献できる知

能ロボットを創出することを目指しています。特に、

生命・医療・福祉の分野における「動く」ことを支

援するロボットの開発に力を入れ、これからの超高

齢化社会を乗り切るための研究を行っています。 

「
動
く
」
を
支
援
す
る
最
先
端
技
術
 

 　
〜
医
療
・
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
通
し
て
〜
　

アクティブギプス 

食事の 
支援 

趣味の 
支援 
② 

 

上肢動作支援ロボット（アクティブギプス）による車いす操作支援

開きにくい 
重い扉… 

扉の開閉が 
楽に！ 

※クオリティ・オブ・ライフ（quality of life）…ひとりひとりの人生の内容の質や、生活の質

食事支援ロボット
「MARo」

きょう らく

ギター演奏支援自助具「響楽」

揺動攪拌ロボット
ようどうかくはん

元気に生きがいを持った社会、 
そして新産業の創出を  

現在、健康長寿社会の実現は重要な国家プロジェクトと

なっています。今後は、研究室独自の技術であるロボット制

御技術や最適制御技術を実用化し、超高齢化社会にお

いても、元気に生きがいを持って自立した生活のできる社

会の実現を目指します。さらには、開発した技術を生命・医

療の分野やものづくりの基盤技術である製品の最適設計

などの分野へ展開し、新産業の創出を目指していきます。 

特集 

動く 

アクティブギプス 

いろんな分野で 
ロボットの力が必要と 
されているんだね 

描画支援ロボット

QOL 
支援 

情報コミュニケーション 

制御工学・システム工学 

◎ハブティックデバイス 

◎ナビゲーションシステム 

◎バーチャルリアリティ 

◎操作支援システム 

◎CFDシミュレーション 

◎ロバスト制御 

◎ハイブリッド制御 

◎CFD形状最適化 

◎最適化、知能化 

◎振動制御、運動制御 

ロボティクス・メカトロニクス 

◎遠隔制御システム 

◎極細加工支援装置 

◎高速搬送システム 

◎鋳造プロセスの制御 

◎流体挙動制御 

社会支援  生命・医療・福祉 情報コミュニケーション 

制御工学・システム工学 ロボティクス・メカトロニクス 

社会支援  生命・医療・福祉 

◎自立支援ロボット 

◎上肢支援ロボット 

◎リハビリシステム 

◎創薬・バイオ 

◎手術支援ロボット 

人間・機械 
共生を目指す 

社会支援システム 
の創出 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
知能機械システム 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
人間支援システム 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

機能高度化 
システム 

流れをあやつる技術を医療分野へ展開 
液体を揺らさないように動かすロ

ボットの開発や、新薬開発に必

要となる撹拌作業で効果的な搬

送・撹拌・充填することのできる

制御システムを実現しました。 

かくはん

内臓された圧力センサーから、 
残存機能のわずかな動きを読んで 

動作を補助するんだ 

不足した 
筋力を補う 
ことによって、 
ユーザーの意思 
（やりたいこと） 
を実現する 
んだね 

趣味の 
支援 
① 

支援ロボットでQOL
※

を高める  

本研究室では、残存機能の動きに制約をかけずに機能不全の

動作のみを支援することが可能な装着型の支援ロボット「アクティ

ブギプス」を開発しています。車いす操作や移乗動作を対象として、

機能障害が存在する動作に対するアシスト量を適切に算出するこ

とで、残存機能の低下を招かず、かつ日常生活に必要な動作の支

援を可能とします。さらに、高齢者やスポーツ障害を対象に下肢支

援ロボットも開発しています。 

また、身体障がいを持つ方の中には、自己表現の手段や生きが

いとして絵画などに取り組んでいる方が多くおられます。しかしな

がら、手先に障害（手の震えなど）を持ち、緻密な作業をこなすこと

ができない方もおり、そのような方 を々対象として、絵を描いたり、食

事をしたり、字を書いたり、ギターを弾いたりなどの動作を支援し、病

院や施設のみでのリハビリから自ら楽しみ体を動かせるリハビリの

実現を目指しています。 
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手術室にて

整形外科の医療チーム

　　 啓広 Sudo, Akihiro
三重大学大学院医学系研究科・教授 

【URLURL】 http://www.medic.mie-u.ac. jp/seikeigeka/http://www.medic.mie-u.ac. jp/seikeigeka/

　　 啓広 Sudo, Akihiro
三重大学大学院医学系研究科・教授 

【URL】 http://www.medic.mie-u.ac. jp/seikeigeka/

技術改良で大きく進歩した人工股関節置換術  

この技術は、失われた股関節の機能を取り戻すために、金属、セラミック、

高分子生体材料を用いて形成した人工股関節を、患者さんの股関節に置

き換える治療方法です。 

人工股関節で特に重要となるのは動く部分で、骨盤側の「臼蓋」と、大腿

骨先端の「骨頭」に代わる部分から成り立っています。現在の人工股関節は、

一般的に耐用年数は約20年と言われています。この治療のメリットは痛みが

なくなることで、痛みがなくなれば当然歩行姿勢もよくなります。また、多くの場

合は、関節が動きやすくなります。一方、発生率は高くないものの、感染によ

る合併症や深部静脈血栓症が起こったり、可動部分が外れて脱臼したり、

緩んでくる可能性もあります。そのため、術後の経過観察は非常に大切です。 

さらなる技術進歩による耐久性の延びに期待  

技術の進歩により、現在、骨と金属の固定性は概ね満足で

きるものになってきました。これからの課題はやはり人工股関節

の可動部分「臼蓋」と「骨頭」に代わる部分の一層の改善です。

これが、より磨耗が少なく、安全かつ高機能なものになっていけ

ば、耐用年数は現在の20年から30年～40年へと延びていきま

す。そして、いつかは一生使えるものになっていくことに期待が

持たれています。 

変形性股関節症  

股関節は、上半身と下半身をつなぐ人間の関節で最も重要

な役割をしています。「変形性股関節症」は、股関節の軟骨が

擦り減って変形し、痛みが生じる疾患で、男性よりも女性に多

い傾向にあります。 

我々は痛みで悩まない快適生活のために変形性股関節症

や軟骨損傷の病因病態や治療に関する研究を行い、今後の

人工股関節の発展・開発に日々 励んでいます。 

特集 

動く 

人
工
股
関
節
の
進
化
 

　
〜
痛
み
で
悩
ま
な
い
快
適
生
活
の
た
め
に
〜
　

このような経験を 
したことはありませんか？ 
もしこのような症状が出たら、 
股関節疾患の疑いが 
あるかもしれません。 

●関節が痛む ●片方の足が短くなってきた ●足が上がらない 
●足の爪が切れない 
●くつ下が履けない 
 

こんなサインが 
あらわれたら・・・ 

受診のタイミングです！ 

骨盤  

同じ間隔で
合っている

間隔が狭く
なっている

異常  正常  

人工股関節 

骨盤 

大腿骨 

骨頭 

臼蓋 

機能を 
喪失した 
股関節 ボール 

大腿骨ステム 

寛骨臼シェル 
かんこつきゅう 

ライナー 
（高分子ポリエチレン） 

この手術方法により、体への
負担が少ない手術が可能に
なりました。

これまで『経験と勘』で行われていた手術を、
患者さんひとりひとりの骨形態に合わせてよ
り正確に設置することが可能になりました。
ナビゲーションを導入して人工関節置換術を
行っている病院は日本では未だ少ないといわ
れています。

出血も少なく回復

も早いため、翌日

から動ける場合も！！ 

ク
ッ
シ
ョ
ン
の
働
き
を
す
る

関
節
軟
骨

もう 
動ける！ 

痛み 

クッションが 
なくなって骨と骨が 
ぶつかってる！ 

きゅう がい 

手術方法 先進システムの導入 

切開が 

約15～20cm 

だったのが 

7～8cmと 

小さく！！ 

赤外線 反
射 

反
射 

1

MIS-THA 
　　（低侵襲人工股関節置換術） 

　ナビゲーションシステム 

さらに
 

ここも
進歩 

① 

さらに
 

ここも
進歩 

②  
●発せられた赤外線をボールが反射し、それをキャッチしたカメラから 
　画面へ情報が送られます。 

●あらかじめ読み込まれた患者さんの骨盤モデルを基に、 
　①の情報と比較し、削る角度や深さをナビゲーションします。 

1

2

2

なるほど、 
あと数ｍｍ 
削るんだね！ 

Special Edition● 
●
特
集
●
動
く
 

●
特
集
●
動
く
 

●Special Edition
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演習林の歴史 
1925年  2 月 三重高等農林学校に附属演習林を設置。
1944年  4 月 三重農林専門学校附属演習林と改称。
1949年  5 月 国立学校設置法の公布により、三重大学農学

部附属演習林と改称。

1987年10月 農学部、水産学部の統合改組により、生物資
源学部附属演習林と改称。

※雲出川…津市を貫流し伊勢湾に注ぐ
　　　　　三重県の一級河川
※版籍奉還…明治政府により行われた
　　　　　　中央集権化事業

治山砂防学  森
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
 

　
〜
動
く
大
地
、変
わ
る
森
、流
す
渓
〜
 

森林の多面的機能 

台風21号（2004年）の豪雨による宮川上流大杉谷での岩盤崩落

●土砂の保持 
●洪水の緩和 
●水源の保全 
●バイオマス生産 
　　　　　　etc 　　　+ 
●景観・癒し 

水 

蒸発散 

降雨 

地下水 

森 

大気 日射 

渓流水 

土砂生産 土 
地盤 

地表流 地表流 

水質形成 水質形成 

特集 

動く 

切っても切れない森との関係  

国土の約7割が森に覆われた日本では、森は生活の場であり、また

畏敬の対象でもあり、古来より日本人は森にささえられて生活してきま

した。しかし、エネルギー資源の変遷や経済・社会状況の変化から

手入れ不足の森が増え、劣化や荒廃を心配する声もあります。一方

で、近年の大きな土砂災害は、一見豊かな森に覆われた山地斜面

や河川で起こっていることが多く、極端気象も珍しくない今、まさに森

を見つめるべき時代かもしれません。 

 

附帯施設水産実験所

練習船基地

三重大学

植
栽
二
百
年
の
人
工
林 

„
藤
堂
ス
ギ
“ 

附帯施設演習林
（津市美杉町）

附帯施設農場

江戸時代は 

藤堂藩の藩有林だったんだ。 

版籍奉還※にともない、 

国有林になったんだよ。 

東俣谷の渓流に滝をつくる岩盤地帯で

治山砂防学  森林水文学  

【沼本先生の調査基本セット！】 

スケール 

地形図＋GPS

ヘルメット＆ 
ヘッドランプ 

双眼鏡 

手袋 

マーカーテープ 

スラントゲージ 
または 

クリノメーター 

岩検ハンマー 

レーザー測距機 

簡易スパイク 

野帳 

カメラ 

ロープ 
きれつ

●
岩盤の割れ目（亀裂）に 

　
雨が流れこみ… 

3沼本 晋也 Numamoto, Shinya

三重大学大学院生物資源学研究科 
附属教育研究施設 附属紀伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター 
附帯施設演習林（平倉演習林）次長・准教授 

【URLURL】http://hirakura.bio.mie-u.ac. jp/

土砂災害 

演習林でのモニタリング調査＋災害調査 ・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ 

た
に
 

いけい 

沢ではおさまらず沢ではおさまらず

●短時間に集中的 
　豪雨が発生すると… 
2

●通常の雨だと… 1

水は沢（谷）を流れる水は沢（谷）を流れる

森の変化に気づくこと  

長期的な視点で見ると、日本列島という脆弱で変化しやすい

地盤の上に生活する私達にとって災害は常に身近に存在する

ものであり、いつ大きな災害に見舞われるかわかりません。多く

の人は被災地を見て、自分たちの生活域にある河川の改修な

どを期待しますが、災害は、日本列島を覆っている山や森で発

生しているのです。様 な々機能を持つ森林の変化を、生活者は

もちろん様 な々立場の人が見ることが重要です。山や森が教え

てくれることに気づく・気づけることが大切なのです。 

森の変化に気づくこと  

長期的な視点で見ると、日本列島という脆弱で変化しやすい

地盤の上に生活する私達にとって災害は常に身近に存在する

ものであり、いつ大きな災害に見舞われるかわかりません。災害

は、日本列島を覆っている山や森で発生しているのです。多くの

人は被災地を見て、自分たちの生活域にある河川の改修などを

期待しますが、様 な々機能を持つ森林の変化を、生活者はもち

ろん様 な々立場の人が見ることが重要なのです。山や森が教え

てくれることに気づく・気づけることが大切です。 

ぜいじゃく ぜいじゃく 

沼本 晋也 Numamoto, Shinya

三重大学大学院生物資源学研究科 
附属教育研究施設 附属紀伊・黒潮生命地域フィールドサイエンスセンター 
附帯施設演習林（平倉演習林）次長・准教授 

【URL】http://hirakura.bio.mie-u.ac. jp/
虫さされや 

道迷いの防止など 
安全のために、 
山では明るい服で 
身をつつもう 

ここも調査 
してるんだね 

三重大学附帯施設演習林では、雲出川※の

最上流地帯を構成する東西約4㎞南北約

1.5㎞の森です。日々研究者や学者が調査・

実習を行っています。 

岩検ハンマーでもろさを調査 豪雨による崩壊土砂の動きを調査 
ぬたの谷量水堰堤での水文観測 
（1987年から継続・森林環境砂防学） 

普段の森を知る  

自然災害が発生する過程を考えるには、普段からのモニタリ

ングが重要です。森には様 な々顔があり季節変化や成長・衰退

のなかで持続しています。さらに、日々 の雨量・湧水・渓流の流

量や、落葉落枝や土壌状態、霜柱など、樹木群だけでなく、森

林環境を形づくる様 な々要素を常に観察して季節変化も含め

た一般的な姿を知っておくこと、つまり、「普段の森の姿＝動き

かた」を知ってこそ異変だと気づくことができるのです。また、ゆ

るやかな土砂や地盤の動きの変化を捉えることで、長期的な災

害発生の可能性や安定性について予測・評価できるようになり

ます。 

普段の森を知る  

自然災害が発生する過程を考えるには、普段からのモニタリ

ングが重要です。森には様 な々顔があり季節変化や成長・衰退

のなかで持続しています。さらに、日々 の雨量・湧水・渓流の流

量や、落葉落枝や土壌状態、霜柱など、樹木群だけでなく、森

林環境を形づくる様 な々要素を常に観察して季節変化も含め

た一般的な姿を知っておくこと、つまり、「普段の森の姿＝動き

かた」を知ってこそ異変だと気づくことができるのです。また、ゆ

るやかな土砂や地盤の動きの変化を捉えることで、長期的な災

害発生の可能性や安定性について予測・評価できるようになり

ます。 

雲出川

くもずがわ 

＋ 

Special Edition● 
●
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●
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集
●
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文部科学省等支援プログラム 

大学は、一貫した学士課程教育を行うことによって、大学卒業後も自立した社会人・職業人とし

て、学び・成長し続けることのできる「学士力」や「社会人基礎力」を涵養することを社会から求め

られています。三重大学が教育目標としている「4つの力」（感じる力・考える力・コミュニケーション

力・生きる力）を養成する教育はこの要請に応えようとするものです。

このプロジェクトでは、ウェブシラバス、学業成績、授業改善アンケート、e-ポートフォリオ（学習履

歴や学習成績の蓄積）など、教育に関するシステムを開発・統合して、学生や教員が修学達成度

を把握し、その結果を学習計画や授業改善に生かしたり、教学に関する教職員の研修の拡充や

入試の改善などに役立てたりできるシステムを開発します。これによって学士課程教育をより体系

的なものとし、三重大学が掲げる「4つの力」の教育の充実を図ります。

本事業は、全国の大学等の高等教育機関 に対し、練習船勢水丸の共同利用の機会を積

極的に提供すると共に、拠点対象水域におけ る環境教育・食文化教育プログラムを形成・提

供する取り組みを行っています。

そのために、「食文化教育・実習プログラム の開発」、「乗船学生へのサービス」、「勢水丸

業務支援」、「広報活動」を目的とした勢水丸 教育関係共同利用拠点支援室を設置し、練習

船拠点事業の効果的な支援を行っています。

支援室の取り組みをより推し進めることで、新 たな共同利用校及び利用学生の開拓、教育・

実習プログラムの開発とそのクオリティーの向上、 教育・研究設備等の充実化を図り、魅力ある共

同利用拠点を形成することを目指しています。

環境・食文化教育、エコツーリズム、実 習・教育コミュニティー、共同利用促進 

◎ プロジェクトの概要 ◎ 

平成23～26年度 平成24～27年度 

平成23～28年度 

「全学統合型修学達成度可視化・ 
 省察システムを核とした 
 『4つの力』教育改革」 
―教育の質保証を支える教育システムの構築― 

〔プロジェクト分〕 

「藻類・水圏微生物の機能解明と制御による 
 バイオエネルギー創成のための基盤技術の創出」領域 

三重大学チーム「有用フィトケミカル 
活用のための大型褐藻類対応 
プラットフォーム技術の開発」 

―藻類完全利用のための生物工学技術の集約― 

戦略的創造研究推進事業（CREST） 

◎ 拠点支援体制  の構築と推進 ◎ 

本研究領域は、藻類・水圏微生物を利用したバイオエネルギー生産のための基盤技術創出を

目的とします。藻類・水圏微生物には、高い脂質・糖類蓄積能力や多様な炭化水素の生産能力、

高い増殖能力を持つものがあることに着目し、これらのポテンシャルを活かした、バイオエネルギー

創成のための革新的な基盤技術の創出を目指します。

三重大学チームでは、糖質分解酵素を用いて抽出した大型海藻類の抽出液に含まれるフィト

ケミカルを同定し、それらが持つ多彩な生理機能の評価や新奇化合物の構造解析に取り組みま

す。また、褐藻類の分解に必要な酵素とその遺伝子情報を、嫌気性細菌と海洋性細菌から探索

し、海藻抽出液から有用フィトケミカルを効率よく生産する技術開発も行います。

◎ 三重大学チームの研究構想 ◎ 

「勢水丸による 
 教育関係共同利用拠点体制 
 強化事業」 

〔教育関係共同実施分〕 

本事業に 
よる効果 

★ 拠 点  支 援 室  
 

●環境・食文化プロ  グラム開発活動●  

文部科学省  特別経費  

統合型修学達成度 
可視化・省察システム 

教員・各学部・学科 

大　学 

学　生 

卒業生  事業所  

従来からの取組

e-ポートフォリオ
（電子学習日誌）

他者評価型「4つの力」
レーダーチャート化システム

ウェブシラバス
システム

自己評価型「4つの力」
レーダーチャート化システム

入試フォローアップ
システム

他者評価型「4つの力」
レーダーチャート化システム

ウェブシラバス
システム

自己評価型「4つの力」
レーダーチャート化システム

入試フォローアップ
システム

学位授与方針 

教育課程編成・実施方針 

入学者受入れ方針 

学 業 成 績  

修学達成度の 
フィードバック 

授 業アンケ ート  

入 試・学 業 成 績  社会的・
職業的に自立した
職業人の養成

社会的・
職業的に自立した
職業人の養成

「4つの力」
教育改革の
推進

「4つの力」
教育改革の
推進

「教育の質の保証」「教育の質の保証」

感 じる力 

生きる力 生き
る力
 

【教育目標】 
4つの力を育成する 

考 える力 力 
コミュニ  ケーション 

●サービス・広報活動● 

◎新たな利用大学の開拓 
◎他大学乗船者への教育 
◎HP・パンフレット等による 
　積極的な広報活動 

●勢水丸支援活動● 

拠点施設「勢水丸」拠点施設「勢水丸」

◎実習機器保守・管理 
◎船上実習等のサポート 

他大学・高等専門学校等の 
共同利用者の増加 

水産系以外の学生の 
乗船利用機会の増 

環境・食  文化について、幅広い 
視野を  持った人材の輩出   

（実習・教育コミュニティー形成） 

共同利用

四日市
大学

名古屋
大学

三重
短期大学

三重大学

洋上実習 
（海洋／漁業体験） 
食文化実習 
（ものづくり体験） 
 ◎教育実習プログラムの 
　 企画・立案・運用 
 ◎シンポジウム等企画 
 

Moodle
（電子教室）

※FD（Faculty Development）：大学教員の教育能力を高めるための実践的方法 

学習の改善 
（PBL、e-ラーニング、 
グループ学習などの 
推進） 

効果的な 
入試の実施 

教育の改善 
※（FDの強化など） 

独立行政法人 科学技術振興機構 

●アラメ　 
●サガラメ 
●カジメ 
●クロメ　 
●ツルアラメ 
 

大型褐藻類 

金 属 成 分  

多 糖 類  

◎レアアース 
◎レアメタル として活用

◎バイオ燃料 
◎バイオ電池 の原料として活用

酵素 

解析と回収  分解  

効率よく 
生産する技術 
の開発 

三重大学チーム 

●
多
彩
な
生
理
機
能
の
評
価

●
新
奇
化
合
物
の
構
造
解
析

●
効
率
の
良
い
抽
出
と
回
収
法

◎機能性成分として活用 サプリメント 

熱
水
処
理 

有
機
溶
媒 

効率 
UP

抽出 

遺伝子解析 

●嫌気性細菌
クロストリジウム属

●海洋性細菌

藻類特有のフィトケミカル 

ポリフェノール 

ステロール 

カロテノイド 

◎フェノール樹脂 
◎薬品 の原料として活用

※フィトケミカル：健康によい影響を与えるかも 
　　　　　　　　しれない植物由来の化合物 

※ 
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マラリアの現状 

国際ネットワークでの共同研究 

薬剤耐性遺伝子同定法の確立と応用 

A耐性は 
拡大している 

すべてのマラリア 
原虫に効く薬が 
なくなりつつある 

どの薬に耐性かを 
簡単に診断する 
方法がない 

？ 

1956年あたりから薬剤に耐性を持  つ原虫が出現！ 

マラリアは、Plasmodium属原虫（真核単 細胞）による原虫

感染症で、世界3大感染症の1つです。

●流行国：108カ国 
●感染者数（年間）：2～3億人 
●死亡者数（年間）：100万人 

マラリアによる死亡者数推移と薬剤耐性原虫  出現・分布拡大 

切断した 

DNA断片のどこに 

耐性遺伝子が 

あるのかなあ 

人工染色体の特徴を利用 

地球規模での薬剤に耐性を持つマラリア原虫問題を解決するために、独自に作製し

た「マラリア原虫人工染色体」を使って迅速かつ簡便な薬剤耐性遺伝子同定法を開

発し、未知の耐性遺伝子を同定することを目標とした研究を進めています。 

薬剤耐性遺伝子の機能解明は新規薬剤の開発にも繋がり、新たな抗マラリア戦略

の創造が期待されます。 

mission
● 迅速な遺伝子診断技術の開発
● 薬剤耐性原虫の分布拡大阻止
● 耐性メカニズムの解明

● 新薬の開発
● 他の病原性真核生物
　への応用

国際的な科学技術コミュニケーションの構築 

治療法はあるの？ 

ワクチンが無いので予防  はできない 

現状は深刻化 

さらに！ 

1
治療薬はある（　　　　　　　　　） 2

◎クロロキン　　◎ファンシダール  
◎メフロキン 　　◎アルテミシニン 

人工染色体を使って、薬剤耐性の原因となる遺伝子を特定する 

新しい 
診断法・治療法への 

応用 

薬剤耐性の 
マラリア原虫を含む 
赤血球を培養 

ラットに 
治療薬を 
投与 

（スクリーニング） 

ライブラリー 
化した原虫を 
ラットへ接種 

薬剤耐性の 
マラリア患者から 

採血 

生き残ったマラリア原虫が 
薬剤耐性の原虫 

マラリア原虫人工染色体 
ライブラリーができる 

人工染色体を調べてみると 

薬剤耐性遺伝子が判明！！ 

人工染色体 

組み込むと 

DNA断片

赤血球
A B C

A

B

C

C

PAC

血液 

死者数 4000000 

3500000 

3000000 

2500000 

2000000 

1500000 

1000000 

500000 

0

年 

※BIOTEC：National Center for Genetic 
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チェンマイ大学医学部 

最新薬アルテミシニン耐性原虫の出現と分布拡大 

チェンマイ● 
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三重大学 

病院・診療所

マラリア原虫の 
ゲノムDNA 
を抽出 

マラリア原虫の 
ゲノムDNAを 
切断 

ステップ1

ステップ2

赤血球赤血球

マラリア原虫

すごい！！ 
10年かかって特定していたのが 
2～3週間でできたよ！！ 
これで治療薬が選べるね マラリア原虫の 

ゲノムDNA断片 

外国の 
マラリア専門家 
と協力 

マラリアクリニック等 
1

2

3

しかし… 

どの薬が 
効かないかが 
特定できれば 
適切に治療 
できるんだけど 

な～ 

A

B

C

A

B

C

耐性 
メカニズムの 
解明 

A B

C

マラリア
原虫

クロロキン 

メフロキン 

ファンシダール 

マラリア原虫に 
導入することで 
ライブラリー化 

つまり 

1つのマラリア 
原虫人工染色体が 
1つのマラリア原虫に 
入って、異なった 
人工染色体を持つ 
マラリア原虫となる 

んだね 

A

B

C

アルテミシニン 

現在のマラリア治療では薬剤投与後の経過観察に
より耐性原虫の感染を判定しています。

しかしこれでは治療失敗のリスクが大きく、
時には患者さんが死に至ることがあります。
薬剤耐性遺伝子が同定できれば遺伝
子診断を基に適切な治療薬の選択が可
能となり、マラリアの治療を大幅に改善
すると期待しています。

岩永 史朗 Iwanaga, Shiroh

三重大学 大学院医学系研究科 
医動物・感染医学分野 
准教授 

A

B
C

A B
C

1900 1930 1950 1970 1990 1997

北米・欧州 

中米 

南米 

東南アジア 

中国・東アジア 

アフリカ 

世界全体 

クロロキンによる 
治療の成功 

2010年に 
耐性原虫の 
分布を確認 

2010年に 
耐性原虫の 
分布を確認 

2007年に 
耐性原虫が 
出現 

2007年に 
耐性原虫が 
出現 

クロロキン耐性 
ファンシダール耐性 

メフロキン耐性 

Carter R., et.al. Clin. Micro. Rev. 
(2002), 15, 564-9

Copynight(C) T-worldatlas All Rights Reserved.Copynight(C) T-worldatlas All Rights Reserved.Copynight(C) T-worldatlas All Rights Reserved.

マラリア原虫の薬剤耐性 
遺伝子同定法の確立と応用 

　　　  先端研究助成基金 
「最先端・次世代研究開発支援プログラム」 
平成22年度 

独立行政法人  日本学術振興会 
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気になる 
NEWSニ
ュ
ー
ス 

えっくすくん 
三重大学生の災害ボランティア 
支援団体MUS-netによる 
「まだ使える！プロジェクト」 

◎
9
日
 

年長の子ども達みんなでカレーを作り、卒園
児も招いて楽しいひとときを過ごしました。

附属幼稚園でカレーパーティー 

東日本大震災の被災地へ送る日用品等を募
るイベントが行われました。晴天のもと、たくさん
の物資が集まりました。

◎
14
日
 進学先として三重大学を知ることを目的に開
催された見学で、2年生359名は生協食堂で昼
食を摂ったあと、コース別研修や学内視察を行
いました。生徒たちはみな有意義そうでした。

岐阜県立長良高校の2年生が 
三重大学を見学 

ものづくりサークル「Pa-Tan!」が出場します。
入賞を目指します！

『第35回鳥人間コンテスト選手権大会』に 
三重大学のサークルが出場します 

本誌の教員特集ページ
等の写真撮影を担当してい
る写真家の森武史氏が第7
回キヤノンカレンダー写真
作家に選出されました。数々
の写真集の出版や個展の
開催など、プロ写真家として活躍しています。

三重大Xの撮影担当写真家が 
第7回キヤノンカレンダー写真作家に 
起用されました 

卓球部がインカレ出場権を獲得！ 

◎
6
日
 

太陽と金星と地球がほぼ一直線に並び、オレ
ンジ色の太陽の中にほくろのような小さい点が
見えました。5月21日の金環日食に続く天体ショ
ーは、三重大学構内からも観察できました。

金星が太陽面を通過 

創部以来の快挙です！

学内の景観美化活動と放置自転車の
Reuse活動の一環で、修理した放置自転車の
無償譲渡が行われました。

6月 

◎
26
日
 環境ISO学生委員会による 

「自転車譲渡式」 

◎
9
日
 

番組「きらめく群像～三重大学の財（たから）
～」は、毎月第4火曜日12：00から生放送されます。
是非、ご覧
ください！

チャリティー駅伝「生命の駅伝」 
ランナーにがん研究支援のための 
募金を本学から贈呈 

◎
15
日
 

◎
21
日
 

金環日食の観察会 

5月 

◎
24
日
 

三重テレビ放送第2チャンネルで 
三重大学のテレビ番組が放送開始 

◎
9
日
 

桜満開の晴天は新入生たちの前途を祝して
いるようでした。

入学式 

4月 

教育学部美術教育コース 
「2012卒業制作展」 

◎
8
日
〜
12
日
 

県立美術館において、美術教育コースの学
生が卒業研究として制作した学びの集大成とな
る作品を毎年
展示しており、
今年は7名の
作品が発表
されました。

女子ハンドボールチーム 
「三重バイオレットアイリス」が表敬訪問 
創部以来、本学教員が理事やサポータークラ

ブの世話人代表、チームドクターを務めているこ
とから、代表して3名の選手が三重大学を訪問し
ました。

勢水丸教育共同利用拠点強化事業 
シンポジウム 
共同利用拠点強化事業の一環として基調講
演や加工業者による講演、試食会が行われ、学
生、教職員、一般170名を超える参加者に大好
評でした。

地域医療をはじめ研究活動の発展を願い、以
前より親交の深い津市内病院理事長を通じて、
本学振興基金へ100万円が贈呈されました。

◎
1
日
 

医学部附属病院と伊勢赤十字病院を基地病
院として2ヶ月交代で運航します。短時間での病
院搬送により、救命率の向上等が期待されます。

ドクターヘリ運航開始 

◎
16
日
 「循環型社会形成促進のための廃棄物管理」
について日本の技術や教育方法を学ぶため、ベ
ネズエラから8名の研修生が来学しました。

ＪＩＣＡ（国際協力機構） 
研修生が来学 

◎
31
日
 第5回市民公開講座 

「知ってほしいがんに対する放射線治療」 
標記市民公開講座が三重県総合文化セン

ターにおいて開催されました。参加した約600名
は特別講義などを熱心に聴講していました。

◎
25
日
 

2月 

◎
18
日
 

東北楽天ゴールデンイーグルス 
星野仙一監督より寄附金贈呈 

三重県中部を震源とする地震による大規模
災害を想定した訓練が実施され、本学職員で構

成される三
重ＤＭＡＴと
ともに学生
約50名が参
加しました。

ＤＭＡＴ中部ブロック（災害派遣医療チーム） 
実働訓練を三重大学で実施 
 

◎
19
日
 

◎
21
日
・
22
日
 

1月 

 

えっくす 

ながら 

附属病院屋上ヘリポートにて

ピークになるとあたり
が薄暗くなり日食レンズ
で観察した人々は口々に
歓声をあげていました。
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CLUBCIRCLE....................................クラブ・サークル SPOT.....

【　　　】

▲Fe
liCa搭

載カー
ドキー

活動は 
毎週月曜日・火曜日・木曜日 18：00～ 
毎週土曜日 9：00～ 
活動場所/津ヨットハーバー 

カッター部（端艇部） 

活動は 
毎週火曜日・金曜日 18：00～20：00 
活動場所／共通教育棟3号館2階 

こんにちは、カッター部です！カッターといっても切るほうではな

いです（笑）カッターとは手漕ぎの船のことで、艇指揮、艇長、漕

手がカッターに乗り込みオールを使って漕ぎ、スピードを競い合う

マリンスポーツです。映画「タイタニック」の終盤で出てくる救助

艇を想像してもらえればわかりやすいと思います。

カッターは珍しいスポーツなので部員はほぼ大学から始めた人

ばかりですが、現在部員数は男

子16人、女子10人で、大会に

向けて楽しく、真剣に取り組ん

でいます。

練習場所は津のヨットハー

バーです。実際に漕いでみな

いとカッターの魅力はわからな

いですよ！！

英語を使って、海外の人とコミュニケーションをとりたい！海外

に留学して勉強したい！英語の力を伸ばしたい！ESSは英語に興

味を持った人たちが集まる英語サークルです。部員数は現在40

人ほどで、より個人個人の求める力を養うために、スピーチ、ディ

ベート、コミュニケーション、ディスカッションの4つのセクションに

分かれて活動しています。自分がどのセクションに一番合ってい

るかを慎重に選び、4年間そのセクションで活動します。このセク

ション活動で身につけた力を実生活に活かすことが私たちのサー

クルの理念でもあります。また、サークル内で英語力を向上させる

ために、毎年スピーチコンテストが開催され、それに向けた練習も

行われています。英語を活かして海外旅行に行けば、とても充実

したものになりますよ！

E.S.S 
(English Speaking Society)
E.S.S 
(English Speaking Society)カッター部（端艇部） 

 

三重県
でピカ

ッと輝
く 

企業を
紹介し

ます。
 

美和ロック株式会社 

山名　佑佳（三重大学人文学部 文化学科 3年）

～設立から67年。金型から錠前の最終組立まで 
自社製作する高い技術力を誇っています。～ 

■ 所在地／本社：東京都港区芝3丁目1番12号
　 伊勢工場群  玉城工場：三重県度会郡玉城町山神1028番地1

■ 代表者／代表取締役社長  和氣英雄

■ 事業内容／セキュリティー事業、建築用錠前およびセキュリ
　　　　　　ティシステム関連機器など工業製品用錠前、
　　　　　　ドアクローザ、サッシ金具、建築金具など

■ 企業理念／高品質な製品をお客様にお届けすることで、安全
　　　　　　と安心を提供し、快適な暮らしが送れるように、立
　　　　　　派に社会貢献を果たす。

【URL】http://www.miwa-lock.co.jp/

三重の ピカ ピカ 

イチ 

代表　吉岡 勇徳 
    （工学部機械工学科 3年）

【URL】http://miedaitantei.web.fc2.com/index.html

代表　柴田 隆豊 
  （生物資源学部生物圏生命科学科 3年）

【URL】http://muesshp.web.fc2.com/activity.html

山名  レポーター

ピ カ シェア60％！進化する錠前 

▲一貫生産のようす金型をつくる▲

あなたの鍵も美和ロック？ 
お手持ちの鍵をご覧になってみてください。「MIWA」という文字が刻まれていません

か？日本の錠前シェア60％を誇っているのが美和ロックです。戦時中、戦火を逃れて東

京から気候温暖な三重県に工場を移転した美和ロックは、1955年に初代社長の和氣

一郎が発明した本締付モノロックが爆発的にヒットし、現在の地位を築きました。そし

てこの製法をベースに美和ロックの錠前はさらなる進化・発展を遂げることとなります。
実は！ こんな工夫がありました！ 
生活に密着したものだからこそ、美和ロック

では様々な工夫がなされています。暗闇でも鍵

穴が簡単にみつかるように光る素材を使用した

り、鍵穴がすり鉢の形になっていて、鍵穴に差

し込みやすくなっている、など今までなかった便

利な工夫がたくさんなされています。特に1,000

億通りの鍵違いを有するPRシリンダーは、先

進の機能をそなえた美和ロックの主力製品です。

また、最近では鍵のＩＴ化が進み、携帯電話やカ

ード、静脈認証など様々なスタイルにも対応し

ています。

鍵は安心のシンボルマーク 
錠前を一つ作るにも開発から設計まで本当

に多くの人が関わっていることに驚きました。現

在は、防犯に対する人々の意識が高まり、外出

するとき鍵をかけて出かけるのは当たり前の時

代になりました。協力・誠実・研究、この社是の

もと美和ロックは錠前技術を進化させ続けてい

ます。美和ロックの高品質で堅牢な錠前に、私

達の安全は支えられているんですね。

ウォーミングアップも欠かせません！

えっ
ほ えっほ

 ▲KEYMO

▲指静脈認証リーダー

「MIWA」ブランドの 
オンリーワン製品だよ 

PRシリンダー 

本締付モノロック 

ホコリに 
強い仕様 

ドリル攻撃に強い 
高硬度部品 

リバーシブル 
タイプで 
使いやすい 

表裏にくぼみをつけ 
より多くのカギ違いを実現 

複雑構造で 
不正解錠をガード 

ラッチボルト 
シリンダー 

デットボルト 

ラッチボルト 

これまでの錠前（ノック式） 

鍵は 

目立つものでは 

ないけれど 

私たちの生活に 

欠かせない、 

縁の下の力持ち 

のようなものだと 

思いました！ 

「M
IWA」ブ

ランドラインナップ

たゆまぬ努力が 
美和ロックの強みだね！ 
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本の紹介 本の紹介 

平成24年 春の叙勲受章者 平成24年 春の叙勲受章者 

環境報告書賞 環境報告書賞 

学生表彰 学生表彰 教員表彰 教員表彰 

『院長の部屋から』
小生が附属病院のホームページに毎月
連載した随想集です。四季折 を々彩る草
花を中心として繰り広げられる様々な話
題や病院での出来事を、写真や水彩イラ
ストとともにわかりやすく綴りました。

『歴史発見！ロンドン案内』
2012年7月に開幕するロンドンオリンピッ
クは世界中の注目を集めます。このロンド
ンがどのような歴史を経験してきたのか、
現在に残る建築物、文学作品、紅茶文化、
娯楽施設などを窓口にして紹介します。

単著／森　正人（人文学部・准教授）
定価／880円（税別）　
発行／洋泉社
ISBN／978-4-86248-911-1

『秀吉と海賊大名 
-海から見た戦国終焉-』
信長・秀吉・家康が天下統一をめざした時、
鍵となったのが瀬戸内海である。彼らが
めざした「革命」は、村上氏・来島氏ら海
賊衆と彼らを束ねた河野氏・毛利氏ら海
賊大名をいかに翻弄したのか。小著は、
海から見た戦国終焉の物語である。 

単著／藤田達生（教育学部・教授）
定価／760円（税別）　
発行／中公新書
ISBN／978-4-12-102146-5

『英国風景の変貌-恐怖の
森から美の風景へ-』
ピーターラビットで有名な湖水地方、イギ
リスの典型的な田園のコッツウォルズなど、
イギリスには多くの美しい風景が存在しま
す。これらの風景は長く恐ろしいとか無価
値で野蛮だと考えられていました。どのよ
うにこれらが美しい風景になったか考えます。

単著／森　正人（人文学部・准教授）
定価／2,500円（税別）　
発行／里文出版
ISBN／978-4-89806-388-0

単著／竹田　寛（医学部附属病院長）
　　　（イラスト：竹田恭子）
定価／1,200円（税別）　
発行／三重大学出版会
ISBN／978-4-903866-14-7

『「或る女」とアメリカ体験 
有島武郎の理想と叛逆』
有島武郎の代表作のひとつ『或る女』をはじめ、有島
文学にはアメリカ留学体験が色濃く影響を残している。
現地調査で有島の生活と思考の推移を丹念に追跡し
た著者が、新資料を活用しながら、〈キリスト教〉〈社会
主義〉〈植民地主義〉〈移民〉〈ジェンダー〉などの問題
意識を、現代的な視点から考察する野心的な試み。

単著／尾西康充（人文学部・教授）
定価／3,700円（税別）　
発行／岩波書店
ISBN／978-4-00-022069-9

『リーラー「遊」vol.7 
浄土真宗の七五〇年』 
共著／赤岩　隆（人文学部・教授）
定価／1,400円（税別）　
発行／文理閣
ISBN／978-4-89259-668-1

『島へ、岸辺へ』 
単著／川口祐二
　　　（附属図書館研究開発室客員教授）
定価／2,300円（税別）　
発行／ドメス出版
ISBN／978-4-8107-0766-3

『峠を越えて-環境・エネルギー・ 
農林業問題を考える-』 
共著／舩岡正光（生物資源学部・教授）
定価／1,500円（税別）　
発行／NPO法人　環境・エネルギー・
農林業ネットワーク

『神経難病在宅療養ハンドブック』 
編著／成田有吾（医学部・教授）
定価／1,200円（税別）　
発行／メディカルレビュー社
ISBN／978-4-7792-0708-2

瑞宝単光章（看護業務功労） 
元三重大学医学部附属病院看護部長
飯田愛子

第15回環境報告書賞  
公共部門賞 

非暴力国際平和賞（2012.6.16）
人文学部　　
教授　児玉克哉（広報担当副学長）

第14回秩父宮記念スポーツ医・科学賞　 
奨励賞（2012.3.28）
教育学部　　
教授　杉田正明

※（　）内は指導教員
学年は受賞当時

日本産業技術教育学会 
第六回発明・工夫作品コンテスト 
奨励賞（2012.01.27）

特別賞（2012.1.27）

生物資源学研究科（修）1年　高氏龍之介
（陳山　鵬　教授）

教育学研究科（修）2年　甲斐麻純
教育学研究科（修）1年　古市裕太

教育学部4年　小川祐一　（松岡　守　教授）

International Symposium on 
Artificial Life and Robotics (AROB) 
Ｓｔｕｄｅｎｔ Ｐａｐｅｒ Ａｗａｒｄ 
（2012.01.21）

応用物理学会結晶工学分科会 
発表奨励賞（2011.12.15）

工学研究科（博）3年　宮川鈴衣奈
（平松和政　教授）

平成23年 電子デバイス研究会 
論文発表奨励賞（2011.11.25）

工学研究科（修）2年　久保祥子
（中村裕一　准教授）

日本トライボロジー学会 
学生奨励賞（2012.5.15）

受 賞 者 受賞名（受賞日） 

第6回「乳癌の臨床」賞　優秀賞
（2012.1.26）

医学部附属病院
乳腺センター 
教授　小川朋子

第84回閉塞性肺疾患研究会　優秀演題賞
（2012.1.28）

医学部附属病院
呼吸器内科　
講師　小林　哲

日本水産学会　水産学進歩賞
（2012.3.28）

生物資源学部　
教授　古丸　明

日本育種学会　奨励賞
（2012.3.29）

生物資源学部　
准教授　諏訪部圭太

水産増殖学会　奨励賞
（2012.3.29）

生物資源学部　
准教授　淀　太我

電気化学会　学会賞  論文賞
（2012.3.30）

生物資源学部　
教授　舩岡正光　
他1名

H23年度 Liver Forum in Kyoto 　研究奨励賞
（2012.3.31）

第89回日本生理学会大会　ポスター賞
（2012.3.30）

医学系研究科
医学教育・看護学教育センター　
助教　玉利健悟　
他4名

三重大学医学部
消化器内科学
講師　藤田尚己

平成24年度砂防学会賞　論文賞
（2012.5.23）

生物資源学部　
教授　山田　孝

カーボンフリー大学などの環境保全へ
の大学の姿勢が明確であることなどが
高く評価され、環境報告書2011が標
記賞を受賞しました。

『四日市公害の 
過去・現在・未来を問う』 
編著／朴恵淑（理事・副学長/人文学部・教授）
　　   白石友行（人文学部・准教授）
　　   宮岡邦任（教育学部・教授）
　　   谷口智雅（人文学部・特任准教授）
　　   加藤忠哉（工学部・名誉教授）
　　   奥山哲也
          （環境管理推進センターアドバイザー）
　　   丸山直樹（工学部・准教授）
　　   寺島貴根（工学部・准教授）
　　   水木千春
         （国際交流センター・国際交流コーディネーター）
定価／2,800円（税別）
発行／風媒社
ISBN／978-4-8331-1097-6
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公開講座・シンポジウムなど 公開講座・シンポジウムなど 夏季休業 夏季休業 

附属学校園から 附属学校園から 

市民開放授業 市民開放授業 

附属幼稚園 

三重大学における 
夏季一斉休業について 
三重大学（医学部附属病院を除く）では、
平成24年8月13日（月）～15日（水）を
一斉休業させていただきます。
ご理解の程よろしくお願いします。

8 13～ 15

■平成25年度園児募集　募集要項等の交付期間 
◎日　時◎ 平成24年9月3日（月）～9月14日（金） ※土日を除く
　　　　　 9：00～12：00、13：00～15：00

■願書受付期間 
◎日　時◎ 平成24年10月1日（月）～10月12日（金） ※土日、祝日を除く
　　　　　 9：00～12：00、13：00～15：00

■入園のための説明会 
◎日　時◎ 平成24年9月20日（木）
　　　　　 14：00～15：00

■選考面接 
◎日　時◎ 平成24年10月25日（木）、26日（金）

※詳細については、お問い合わせください。　☎059-227-1711

■平成25年度入園希望の方へ 

附属小学校 

■選考日時 
第1次選考 
◎日　時◎ 平成24年11月23日（金）
第2次選考
 ◎日　時◎ 平成24年11月27日（火）

■願書交付期間 
◎日　時◎ 平成24年9月24日（月）～10月12日（金） ※土日、祝日を除く
　　　　　 9：00～12：00、13：00～16：00

■出願期間 
◎日　時◎ 平成24年10月16日（火）～10月31日（水） ※土日を除く
　　　　　 9：00～12：00、13：00～16：00

■学校説明会 
◎日　時◎ 平成24年10月12日（金）14：00～15：30
◎会　場◎ 附属小学校体育館

※詳細については、お問い合わせください。　☎059-227-1295

■平成25年度入学希望の方へ 

園庭を開放しています。 
◎日　時◎ 毎週月曜日と木曜日 13：00～16：30
　　　　　 （10月から月曜日は14：30からになります。） 
◎その他◎ 事務室受付で名前を記入してから遊んでください。 
　　　　　 トイレは管理棟、昇降口の所をご利用ください。　 
　　　　　 ゴミはお持ち帰りください。 
　　　　　 使った玩具等は必ず片づけてください。 

■緑いっぱいの園庭で遊びませんか？ 

◎開放授業科目◎
●人文学部…………ドイツの言語B、自然環境論B、日本考古学特講F
●教育学部 …………現代社会の課題と国民的教養、
　　　　　　　　　教育社会学、教育社会学演習、教育と福祉
●工学部……………電磁気学Ⅱ及び演習、量子力学Ⅰ
●生物資源学部 ……景観設計論、森林微生物機能学、環境経済学、植物病害制御学、
　　　　　　　　　微生物利用学、流域保全学、食料生産システム学、生物機能化学
●国際交流センター…初級：生活日本語2Ｂ（Ｅveryday Japanese2B）、
　　　　　　　　　中級Ⅰ：文法・読解Ｂ（Grammar and Reading B）
●共通教育センター…東洋史Ⅱ、比較政治文化、ドイツ語Ⅱ講読、
　　　　　　　　　建築・技術・人間－防災論、ドイツ語Ⅰ基礎（後）、
　　　　　　　　　英語ⅣTOEIC上級、地域研究：ベトナムＢ、ドイツ語Ⅰ演習（後）、
　　　　　　　　　英語ⅢTOEIC中級、ドイツ語Ⅰ演習（後）、ドイツ語Ⅱ演習

■平成24年度後期三重大学市民開放授業 
　受講生募集のお知らせ 
三重大学では、本学が開講している正規の授業を市民等の皆様に学生とともに受講
していただく三重大学市民開放授業を開設しております。募集要項や申込方法等詳
しくはこちらをご覧ください。
URL http://www.mie-u.ac.jp/neighborhood/extension.html

◎開催日◎ 2012年後期の講義期間
◎募集定員◎ 1科目2人～上限なし（授業科目により異なります。）
◎受講料◎ 1科目9,400円（一部の科目13，500円）
◎受講資格◎ ありません。
　　　　　　 ただし、受講条件や授業の概要を確認し、お申し込みください。
◎受講申込受付期間◎ 平成24年9月3日（月）～9月10日（月）
◎問い合わせ先◎ 三重大学学務部教務チーム／☎059-231-5520
　　　　　　　　または、三重大学各学部学務担当等（募集要項参照）
◎その他◎ 平成25年度前期三重大学市民開放授業の開放授業科目、
　　　　　募集定員、受講申込受付期間等については、平成25年2月下旬頃、
　　　　　本学のホームページ等によりお知らせしますので、受講を希望される方は
　　　　　ご応募くださるようお願いします。

◎開放授業科目◎
●森林関連特別プログラム…
　（後期コース）
●農学関連特別プログラム…
　（後期コース）

●水産関連特別プログラム…
　（後期コース）

　
樹木生理学、森林・緑環境評価学、森林航測学、
治水砂防学、森林・緑環境計画学、森林資源生物学実験
植物遺伝育種学、野菜環境生理学、食用作物学、昆虫学、
植物病原微生物学、生理生態機能調節実習および生物
資源有効利用実習（後期コース）
海事概論、水産食品衛生学、海洋個体群動態学、
水族増殖生態学、資源生物学、海洋動物学実験

■生物資源学部特別支援プログラム 
　受講生募集のお知らせ 
農学関連特別プログラム・森林関連特別プログラム・水産関連特別プログラムを開講
しています。募集要項や申込方法等詳しくはこちらをご覧ください。
URL http://www.bio.mie-u.ac.jp/pdf/tokubetu2012.pdf

◎開催日◎ 2012年後期の講義期間
◎募集定員◎ 各プログラム若干名
◎受講料◎ 検定料：9,800円
　　　　　 入学料：28,200円
　　　　　 授業料：後期コース56,400円
◎受講資格◎ 学校教育法第90条第1項の規程により大学に入学することができる者で、
　　　　　　 教授会が当該プログラムを履修するに十分な学力があると認めた者。
◎受講申込受付期間◎ 平成24年7月23日（月）～7月27日（金）
◎問い合わせ先◎ 生物資源学研究科チーム学務担当／☎059-231-9631

◎講師◎ 滝　和郎（理事・副学長）
◎日時◎ 平成24年9月29日（土）13：30～15：00
◎会場◎ 津市美里文化ホール

■脳卒中：なぜ発症するのか？ 

◎講師◎ 安食和宏（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年7月28日（土）14：00～15：30

■地図で読み解く城下町 

◎講師◎ 岩崎恭彦（人文学部・准教授）
◎日時◎ 平成24年8月4日（土）14：00～15：30

■自治基本条例から見た伊賀 

◎講師◎ 青木雅生（人文学部・准教授）
◎日時◎ 平成24年9月15日（土）14：00～15：30

■企業経営から見た町づくり 

◎講師◎ 木村清志（生物資源学部・教授／生物資源学部水産実験所所長） 
◎日時◎ 平成24年11月17日（土）13：30～15：00
◎会場◎ リージョンプラザ2階 津健康教室

■おいしい魚・珍しい魚・奇妙な魚－熊野灘の魚紳士録－ 

◎講師◎ 松浦健治郎（工学部・助教）
◎日時◎ 平成25年1月26日（土）13：30～15：00
◎会場◎ リージョンプラザ2階 津健康教室

■みんなでつくる津のまちづくり 

◎講師◎ 矢野賢一（工学部・教授）
◎日時◎ 平成25年3月16日（土）13：30～15：00
◎会場◎ リージョンプラザ2階 津健康教室

■超高齢化社会が求める福祉ロボットの現状と課題 
◎申込み・問い合わせ先◎ 三重大学医学部附属病院がんセンター／☎059-231-5055

■附属病院市民公開講座 

◎日時◎ 平成24年12月22日（土）10：30～15：30
◎会場◎ 阿児アリーナ
◎受講料・定員◎ 無料・500名（事前申込）
◎受講対象者◎ 市民一般
◎申込期間◎ 平成24年11月1日（木）～11月30日（金）

■市民公開講座in志摩 安心できるがん医療 

◎日時◎ 平成25年3月2日（土）13：00～16：00（予定）
◎会場◎ 三重県総合文化センター 中ホール
◎受講料・定員◎ 無料・950名（事前申込）
◎受講対象者◎ 市民一般
◎申込期間◎ 平成25年1月15日（火）～2月15日（金）

■第6回市民公開講座 緩和ケアについて（仮） 

■？「発見塾」 

◎講師◎ 滝　和郎（理事・副学長） 
◎日時◎ 平成24年7月28日（土）13：30～15：00
◎会場◎ 津市河芸公民館第1会議室

■脳卒中：なぜ発症するのか？ 

◎受講料◎ 無料
◎受講対象者◎ 市民一般
◎問い合わせ先◎ 三重大学附属図書館／☎059-231-9032 
　　　　　　　　URL http://www.lib.mie-u.ac.jp

■青少年のための科学の祭典2012 三重大学大会 
◎日時◎ 平成24年11月10日（土）、11日（日）／1日目13:00～17:00　2日目10:00～16:00
◎出展者◎ 大学教員、大学生、科学ボランティア、小中学校教員、企業他
◎会場◎ 三重大学講堂
◎受講料・定員◎ 無料・自由参加
◎受講対象者◎ 児童、保護者、市民一般
◎問い合わせ先◎ 教育学部理科教育／☎059-231-9260または090-6616-9260
　　　　　　　　URL http://sci.edu.mie-u.ac.jp

■第25回壬申の乱ウォーク 
◎講師◎ 山中　章（人文学部・特任教授）　
◎日時◎ 平成24年9月15日（土）8：00近鉄四日市駅前集合
◎会場◎ 大津市勢多唐橋周辺
◎受講料・定員◎ バス代4,000円（拝観料等を含む）・100名　
◎受講対象者◎ 市民一般
◎申込方法◎ 電話
◎申込期間◎ 8月下旬～9月上旬
◎申込み・問い合わせ先◎ 久留倍遺跡を考える会・前川／☎059-364-0395

■第15回「リフレッシュ理科教室」東海支部三重会場 

◎会場◎ ハイトピア伊賀 5階　生涯学習センター 多目的大研修室　
◎受講料・定員◎ 無料・自由参加
◎受講対象者◎ 市民一般
◎問い合わせ先◎ 三重大学人文学部／☎059-231-9194

■人文学部 伊賀市生涯学習センター 
　「育み、喜び、感じる 伊賀再発見」 

■人文学部「公開ゼミ」 
◎会場◎ 三重大学人文学部　
◎受講料・定員◎ 無料・各20名
◎受講対象者◎ 市民一般　
◎申込方法◎ 電話、FAX、メール
◎申込期間◎ 8月1日（水）～各講座日の5日前まで（定員まで先着順に受け付けます。）
◎申込み・問い合わせ先◎ 人文学部チーム総務担当
　　　　　　　　　　　 ☎059-231-9196、059-231-9195／FAX 059-231-9198
　　　　　　　　　　　 E-mail：hum-somu@ab.mie-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　 URL http://www.human.mie-u.ac.jp/chiiki/kouza/

①アガサ・クリスティの自伝を読む 
◎講師◎ 赤岩　隆（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年9月11日（火）、18日（火）、25日（火）10：30～12：00

②アメリカ短編小説3篇 
◎講師◎ 野田　明（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年9月19日（水）、26日（水）、10月3日（水）10：30～12：00

③男女共同参画とジェンダーを考える 
◎講師◎ 小川眞里子（人文学部・特任教授）、
　　　　 鈴山雅子（三重大学学長アドバイザー）
◎日時◎ 平成24年9月26日（水）、10月3日（水）、10日（水）18：00～19：30

④地震考古学事始め 
◎講師◎ 山中　章（人文学部・特任教授）
◎日時◎ 平成24年9月29日（土）、10月6日（土）、20日（土）10：30～12：00

◎日時◎ 平成24年8月25日（土）10：00～16：50
◎会場◎ 三重大学講堂小ホール
◎受講料・定員◎ 無料・180名（午前1テーマ 各60名、午後2テーマ 各60名）
◎受講対象者◎ 小学3年生～中学生
◎申込方法◎ 往復はがきまたはメール　
◎申込期間◎ 平成24年7月1日（日）～8月1日（水）　
◎申込み・問い合わせ先◎ 藤原裕司（工学部・准教授）／☎059-231-9406
　　　　　　　　　　　 E-mail：refresh@ne.phen.mie-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　 三重大学工学研究科物理工学専攻リフレッシュ理科担当
　　　　　　　　　　　 〒514-8507 津市栗真町屋町1577
　　　　　　　　　　　 URL http://www.mie-u.ac.jp/topics/events/2012/06/post-44.html

QRコード

←携帯電話でもご覧になれます。 

24・ ・23 お知らせには、予定のものも含まれております。ご参加・お申し込みいただく場合には、必ず、電話・HPなどでご確認ください。
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お願い 

メールマガジンのご案内 

アンケートに答えて… 

メールマガジンのご案内 

アンケートに答えて… 

三重大学振興基金への  
ご協力をお願いします 
三重大学振興基金への 
ご協力をお願いします 

大
石
不
動
院 

松
阪 

お知らせには、予定のものも含まれております。ご参加・お申し込みいただく場合には、必ず、電話・HPなどでご確認ください。

三重大学では、地域の皆様への情報発信の一環として、メールマガジンを配
信しています（発行：毎月末）。各種イベント、教育・研究活動上のトピックスなど、
“三重大”に関する情報を広く学外へ紹介しています。多くの方々からのご意
見・ご提言もいただきながら、地域とともに発展していきたいと考えています。

皆様のご登録を心からお待ちしています。 

　次の事項をご記入の上、下記メールアドレスまでメールをお送りください。

1.メールのタイトルは『メールマガジン希望』と記入してください。
2.メールの本文に、以下の事項を添えてください。
　①「一般」もしくは、「三重大生（保護者）」　②お住いの都道府県　

koho@ab.mie-u.ac.jp
　できる限りパソコンのメールアドレスをご登録ください。携帯電話の場合、
受信文字数の関係上、内容を一部省略させていただくことになります。

配
信
お
申
込
み
方
法

三重大学の目的・使命を達成する一助となることを目的に「国立大学法
人三重大学振興基金」を設立しました。次の事業を計画しておりますので、
皆様の温かいご支援・ご協力をお願いいたします。

◎学生への奨学金及び災害時の学資援助事業　◎学生の修学環境整備事業 

◎学生・教職員の海外留学その他国際交流活動等への支援事業 

◎地域貢献支援事業　◎その他本学の目的達成に必要な事業 

三重大学オリジナル“えっくすくんわくわくシャーペン”をもらおう！！ 
　「三重大X」をよりよくするために、ぜひアンケートにご協力
をお願いします。アンケートにお答えいただいた方には、「えっ
くすくんわくわくシャーペン」をお送りします。
どしどしお寄せください。（先着100名）
＊なお、お寄せいただいた個人情報は、景品発送のみに使わ
せていただきます。

→「えっくすくんわくわくシャーペン」ご希望の方は、巻末の綴じ込
みはがきにご感想等必要事項をご記入の上ご投函ください。

三重大学振興基金事務局 
【企画総務部総務チーム内】 
〒514-8507 津市栗真町屋町1577
TEL: 059-231-9005   FAX: 059-231-9000 
E-mail: kikin@ab.mie-u.ac.jp 
URL: http://www.mie-u.ac.jp/fund/

ご
郵
送
先
・

お
問
い
合
わ
せ
先

●募金の方法●三重大学振興基金事務局までご連絡いただくか、寄附
申込書を本学ホームページよりダウンロードしていただき、ご記入の上ご郵送
ください（ＦＡＸ・E-mailでもOKです）。
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”
和
歌
山
街
道
　松
阪
〜
大
石
不
動
院
“ 

▼辻原町の道標

大石不動院の展望台から
櫛田川を望む 

▲
  

紀
伊
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
横
断
し
て
松
阪
と

和
歌
山
を
結
ぶ
街
道
で
、元
和
五
年（
一
六
一
九
）に
徳

川
頼
宜
が
和
歌
山
に
入
封
し
、伊
勢
国
に
も
藩
領
が

置
か
れ
る
と
一
段
と
重
要
な
街
道
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、万
治
三
年（
一
六
六
〇
）の
参
勤
交
代
で
は
、

本
街
道
を
通
っ
て
松
坂
城
に
入
り
、大
口
浦
か
ら
三

河
吉
田
に
伊
勢
湾
を
渡
っ
て
い
ま
す（『
南
紀
徳
川
史
』）。 

現
在
の
松
阪
市
日
野
町
に「
左
さ
ん
ぐ
う
道
」「
右

わ
か
や
道
」
と
刻
ま
れ
た
道
標
が
あ
り
、こ
こ
が
本
街

道
の
起
点
で
す
。
そ
し
て
、街
道
は
南
西
方
向
に
進

み
、新
町
に
も
「
左
く
ま
の
み
ち
」「
右
和
か
山
み
ち
」

と
い
う
道
標
が
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、山
間
部
に
差

し
掛
か
る
大
河
内
町
に
は
丹
生
大
師（
多
気
町
）へ
の

道
を
案
内
す
る
道
標
二
基
が
あ
り
、辻
原
町
に
は
多

気（
津
市
美
杉
町
）と
の
分
岐
を
示
す
道
標
が
見
ら

れ
ま
す
。こ
の
道
標
は
正
面
上
部
に
大
日
如
来
を
配

し
、「
左
紀
州
道
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、七

曲
や
鳥
羽
見
峠
を
越
え
た
小
片
野
町
に
は
「
右
山

田
六
里
」
と
、伊
勢
本
街
道
と
分
岐
を
あ
ら
わ
す
道

標
地
蔵
が
確
認
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
道
標
が
多

く
残
っ
て
お
り
、本
街
道
が
各
地
に
向
か
う
幹
線
道

路
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、櫛
田
川
に
沿
っ
て
街
道
を
西
に
進
む
と
、

大
石
不
動
院
が
右
手
に
見
え
ま
す
。天
然
記
念
物
の

ム
カ
デ
ラ
ン
群
生
地
や
不
動
の
滝
な
ど
も
あ
り
、展

望
台
か
ら
見
る
櫛
田
川
の
景
観
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
。
ま
た
、そ
の
数
百
メ
ー
ト
ル
手
前
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
は
、か
つ
て
の
松
阪
電
気
鉄
道（
松
電
）終
点
の

面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。 
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⑤はじめての言語学―ことばの不思議を考える― 
◎講師◎ 吉田悦子（人文学部・教授）、澤田　治（人文学部・准教授）、
　　　　 小畑美貴（人文学部・准教授）
◎日時◎ 平成24年10月16日（火）、23日（火）、30日（火）10：30～12：00

⑥高リスク社会における中小企業の未来 
◎講師◎ 青木雅生（人文学部・准教授）、後藤　基（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年10月17日（水）、24日（水）、31日（水）19：00～20：30

⑦大規模災害の際の地方自治体の役割 
◎講師◎ 前田定孝（人文学部・准教授）
◎日時◎ 平成24年11月5日（月）、26日（月）、12月3日（月）18：30～20：00

⑧贈与と交換について 
◎講師◎ 立川陽仁（人文学部・准教授）、石井眞夫（人文学部・教授）、
　　　　 金子正徳（人文学部・非常勤講師）
◎日時◎ 平成24年11月6日（火）、13日（火）、20日（火）19：00～20：30

⑨志摩の海女の歴史と文化 
◎講師◎ 塚本　明（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年11月14日（水）、21日（水）、28日（水）8：50～10：20

⑩文学から映画へ 
◎講師◎ 大河内朋子（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年11月16日（金）、30日（金）、12月14日（金）18：00～19：30

⑪英文法を科学する！？ 
◎講師◎ 杉崎鉱司（人文学部・教授）
◎日時◎ 平成24年12月3日（月）、10日（月）、17日（月）10：30～12：00

■医学部「公開講座」 
◎日時◎ 平成24年10月14日（日）13：00～17：00（予定）
◎会場◎ 三重大学医学部先端医科学教育研究棟2階基礎第1講義室
◎受講料・定員◎ 無料・100名　
◎受講対象者◎ 市民一般
◎申 込 期 間◎ 平成24年9月10日（月）～9月24日（月）
◎申 込 方 法◎ 受講申込書（郵送、FAX、メール）＊電話による申込は受付いたしません
◎問い合わせ先◎ 医学系研究科チーム総務グループ／☎059-231-6037
　　　　　　　　詳しくはこちらをご覧ください→ URL http://www.medic.mie-u.ac.jp 
　　　　　　　　＊「イベント情報」の中の「市民公開講座」に掲載予定です。（8月下旬頃）

①ミャンマーでの脊椎手術支援 
◎講師◎ 笠井裕一（大学院医学系研究科・教授）

②認知症の薬物、非薬物療法 
◎講師◎ 佐藤正之（大学院医学系研究科・准教授）

③超高齢社会における防災対策災害看護の視点から 
◎講師◎ 磯和勅子（医学部看護学科・教授）

■生物資源学部「公開講座」 

◎講師◎ 木村妙子（生物資源学部・准教授） 
◎日時◎ 平成24年8月11日（土）、12日（日）の2日間 10：00～15：00
◎会場◎ 三重大学生物資源学部大講義室
◎受講料・定員◎ 1家族3,000円、実験セット2,000円（最低1セット）・60名
◎受講対象者◎ 小学生以上（小学生は保護者同伴）
◎申 込 期 間◎ 平成24年7月2日（月）～7月20日（金）
◎問い合わせ先◎ 生物資源学研究科チーム総務担当／☎059-231-9673
                      　　詳しくはこちらをご覧ください→ URL http://www.bio.mie-u.ac.jp 
                      　　＊「催しもの」の中の「公開講座」に掲載しています。

親子（孫）で120％科学を楽しむ仮説実験講座 「キミも結晶するぅ？」 
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受験生、保護者の皆様へ 三重県、愛知県などで開催する進学説明会等・相談会においても、本学の様々な情報を提供いたします。 
詳細は、本学ホームページ「入試情報」をご覧ください。 

http://www.mie-u.ac.jp/exam/

〒514-8507  津市栗真町屋町1577 

三重大学学務部入試チーム
TEL 059-231-9063／FAX 059-231-5382

三重大学オープンキャンパス2012 検索 

MIE UNIVERSITY Open Campus 2012
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医学部医学科 
医学部看護学科 

教育学部 
工学部 
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体験授業、研究室見学など 
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交通のご案内 
●近鉄江戸橋（三重大学前）駅から徒歩約15分 

●津駅からタクシーで約10分 

●津駅前バスのりば「4番」から三交バスで「白塚駅前」 
　（06系統）、「太陽の街」（40系統）、「三重病院」（51系統）、
「椋本（むくもと）」（52系統）、「豊里ネオポリス」（52系統）、
「サイエンスシティ」（52系統）、「三行（みゆき）」（53系統）、
「高田高校前」（56系統）行きで、「大学前」下車。 

●中部国際空港（セントレア）から 
　津エアポートラインで津なぎさまちへ40分 
　1.「津なぎさまち」から三交バスで「津駅前」まで約15分 
　2. 津なぎさまちからタクシーで三重大学まで約15分 

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577　 
TEL059-232-1211（代） 
http://www.mie-u.ac.jp/
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